
































 

はじめに 

 四肢奇形には,多指(趾)症,合指(趾)症,寡指(趾),短指(趾)症,裂手・裂足症,3

指節母指症など異常が指趾に限局したものから,先天性切断症,橈骨欠損症,内

反手症のようにさらに近位にまで異常の及ぶもの,近位橈尺骨癒合症,先天性大

腿骨短縮症のようにむしろ上・下肢の中枢側に高度の変化の認められるものま

できわめて多種であり,その異常の程度も個々の症例により著しく多彩である。

また四肢奇形に他器官の異常の合併した奇型症候群もきわめて多数存在する。 

 四肢奇形には,たとえばサリドマイド胎芽病のように妊娠時母体の服用した

薬物の原因によるもの,風疹症候群のように妊娠母体の感染症によるものなど

純粋に胎生環境異常によるものと,一方,短指症,裂手・裂足症,指骨癒合症のよ

うに純粋に遺伝学的要因によるものなどはその病因がかなり明らかにされてい

るが,他のほとんどすべては胎生環境要因と遺伝性素因との相互作用

interaction によって発生するものと考えられており,その本態はいまなおほ

とんど明らかにされていない 1)。 


